
R５ R６ R７ R８

現状値 計画値 計画値 計画値

- 実績値 実績値 実績値

1,552 1,600 1,600 1,600

（人）

1,293 900 900 900

（人）

938 800 800 800

（人）

10 6 6 6

（回）

12,378 11,000 12,000 13,000

（延べ件数）

93 100 100 100

　P.44～P.45 （人）

48 32 32 32

　P.46～P.47 （件）

232 300 300 300

（人）

(７)認知症高齢者と家族の
　　支援

190 200 225 250

（人）

6 6 7 8

　P.54～P.55 （件）

2 2 2 2

　P.60～P.61 （回）

令和7年度　福生市高齢者福祉計画・介護保険事業計画(第９期)　施策評価調書

基本方針 施策の方向性

指標と目標

総　括

指　標　名

　基本理念を「住み慣れた地域で、安心して、心豊かに生活するために～地域包括ケア
システムの深化・推進～」とし、計画を推進していくために四つの基本方針を定め、具
体的な取組を展開していきます。

●今期（R６～R８）のポイント
四つの基本方針に「地域」を明記することで、地域包括ケアシステムの深化・推進に
向かって各事業を進めてまいります。また、令和5年6月に認知症基本法が成立したこ
とを受けて、認知症施策について基本方針Ⅲを新設しました。

公募だけでなく、第二中学校３年生及び第四小学校４年生、新たに第二・第三小学校にも
出向き認知症サポーター講座を実施しました。高齢者だけでなく、多世代に広く認知症の
正しい知識を啓発しました。

高齢者見守りキーホルダー・アイロンシールについては、気軽に身近なものに身に着ける
ことが可能であるため、認知症状が懸念される家族の方の最初のアプローチとして申請さ
れることが多い事業です。登録者数が減少傾向にあることから今後もPRに努めて参りま
す。

老人クラブや高齢者サロンに出向き、特定健康診査の周知や介護予防講座を実施しまし
た。市とのつながりを作ることで、早期介入及び重度化防止を図りました。

16 26

救急医療情報キットの新規配布人数は、高齢者見守りステーションの訪問活動等でのPRに
より、令和6年度に引き続き計画値を大幅に更新することができました。

基本方針Ⅱ

地域で安心した生活
を送る

(３)地域包括支援センターを
　　中心とした連携

　P.42～P.43

(オ)総合相談・支援事業の
　　対応件数

(４)見守り支援の強化
(カ)救急医療情報キット新規
　　配布人数

(キ)自立支援住宅改修給付
　　事業新規改修件数

基本方針Ⅰ

いきいきとすこやか
に、自分らしく地域

で過ごす

(１)地域社会への参加・
　　生きがいづくりの推進

　P.38～P.39

(ア)老人クラブ会員数

(イ)老人福祉センターの教養
　　講座等の延べ参加人数

(エ)高齢者の保健事業と介護予防
　　の一体的実施（地域での啓発
　　活動）

―

市内３カ所の地域包括支援センターで総合的な相談を受付ております。高齢者見守りス
テーションのアウトリーチによって、支援が必要な高齢者を地域包括支援センターにつな
ぐことで切れ目のない支援を図ります。― 10,195 9,489

―

・老人クラブ会員数は、時代の変化やデジタル技術の進化により地域との関係性が希薄化
したこと等を要因として依然として減少傾向にありますが、老人クラブが実施する友愛活
動の重要性は孤立する高齢者への対策として有用であることから、今後も支援を継続して
参ります。
・老人福祉センターの教養講座等は、人気のあるロコモームエクササイズ教室の回数を増
やすなど、指定管理者である福生市社会福祉協議会が生きがいと健康づくりを通し、交流
を深め地域とのつながりのきっかけの場としています。

― 1,547 1,486

1,319 1,195

― 244 197

自立支援住宅改修給付事業は、令和６年度と同様に計画値を大幅に更新しました。
今後も高齢者の介護予防に必要な給付を適切に実施していきます。

― 46 45

(コ)ケアプラン点検実施件数 対面によるケアプラン点検を実施し、介護保険給付の適正化に努めました。今後も個々の
受給者が真に必要とするサービス提供に努めていきます。― 6 7

2

基本方針Ⅲ

認知症とともに生き
る地域に向けて

(２)健康寿命の延伸

　P.40～P.41

(ウ)介護予防教室の参加者

― 974

(９)介護を支える地域づくり (サ)地域ケア会議の開催
地域包括ケアシステムの実現に向けた高齢者への支援について、会議を実施しました。

― 2

基本方針Ⅳ

地域で支えあう介護
の実現

(８)介護保険事業の円滑な
　　運営

　P.52～P.53

(６)認知症の理解促進

　P.50～P.51

複合型介護予防教室を認知症予防教室に統合し、認知症予防事業を強化しました。認知症
教室の新たな会場として福東会館を増やしました。

(ケ)高齢者見守りｷｰﾎﾙﾀﾞｰ･
　　ｱｲﾛﾝｼｰﾙの登録者数

― 215 186

998

(ク)認知症サポーター養成
　　講座参加者数

― 246 498

(５)在宅生活支援の充実
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